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AVAPS
有効な場合、AVAPS（Average Volume Assured Pressure Support）
は、S、S/T、PC、Tの各モードで使用できます。 プレッシャーサポート

（PS）を自動的に調整しながら患者に提供するので、患者は、一回
換気量の目標値（AVAPSで設定する換気量）以上の一回換気量（VT）
を維持することができます。AVAPS機能では、最低圧（IPAP Min）と 
最大圧（IPAP Max）の間でIPAPレベルを変えることにより、PSを調整
します。 AVAPS機能では、一回換気量（VT）を平均化し、PSレベルを
徐々に変更します。 これには数分かかります。 ゆっくり変化するの
は、患者が呼吸圧の変化に気づかないようにするためです。

患者の呼吸努力が減少すると、AVAPSは自動的にPSを増加させて
一回換気量の目標値を維持します。 目標の一回換気量に到達しな
い場合でも、IPAPレベルはIPAPの最大圧を超えて上昇することはあ
りません。 逆に、患者の呼吸努力が増加すると、AVAPSがPSを減少
させます。 目標の一回換気量を超えた場合でも、IPAPはIPAPの最
低圧までしか下がりません。 IPAPの最大値に到達し、かつ目標の一
回換気量が得られない場合、一回換気量下限アラームが作動しま
す ランプ機能が作動している場合は、ランプ機能がAVAPS機能より
も優先されます。 ランプが完了した時点で、AVAPSが再開します。
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IPAPを調整して一回換気量の
目標値まで上昇


